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お買い上げいただきありびとラございまず。 

電気製品は安全のためのミ主意事項を守らないと、 
火災や人身事故になることびあります。 


この取扱説明書には、事故を防ぐた奴の重要なま意事項と製品の 
取り扱いかたを示していまず。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品を安全にお使いください。 

お読みになったあとは、いつでわ見5れるところに必ず保管して 
<ださい。 
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A 警告 1 まをのために 


ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電 
気製品はすべて、まちびった使いかたをすると、火災や感電など 
により人身事故になることびあり危険です。 

事故を防ぐために次のことを必ずお守りください。 


安全のためのま意事項を守る 


4〜7ページの ま意事項をよ<お読みください。製品全般のま意 
事項び記載されています。 


定期的に点検ずる 


1年に1度は、電源コードに傷みびないか、コンセントと電源プ 
ラグの間にほこ0びたまっていないか、などを点検して<ださ 
い。 


故障した5使わない 


動作びおかしくなった0、キャビネットや電源コードなどび破損 
しているのに気づいた5、すぐにお買い上げ店またはソニーヴー 
ビス窓□に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起さた5 



〇電源を切る 
〇電源プラグを 
コンセントか5 
巧く 

包 お買い上げ店ま 
たは ソニーヴー 
ビス窓□に修理 
を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品で 
は、なのよラな表示をして 
いまず。表示の内容をよく 
理解してから本文をお読み 
<ださい。 


A 警告 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、火がや感電などに 
より死亡や大けびなど人身 
事故の原因となります。 


换ミ主意 1 

この表示の注意事項を守ら 
ないと、感電やその他の事 
故によりけびをしたり周辺 
の家財に損害を与えたりす 
ることびありまず。 


ま意を促す記号 

底 A 

火災 感電 


巧為を禁止ずる記号 

0 ® 

禁止 分解禁止 

接触禁止めれ手禁止 


行為を指示ずる記号 

處〇 

つラグをコン指示 
セントから巧く 
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はじめに 




















目次 


么警告注意 
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ここだけ読んでをほえます 

CD を聞く . 

ラジオを聞く . 

テープを聞く . 

録音ず3 . 


CD の再生 

表71^窓の見かた . 16 

聞をたい巧を選ぶ 

(ダイレクト選®/サーチ） . 16 

繰り返し聞く （ U ピート演奏） . 17 

順不同に聞く（シャッフル演奏） ...........18 

聞さたい巧を好さな順に聞< 

(プ□グラム演奏） . 18 

ラジオ 

放送局を記憶させる . 20 

記憶させた放送局を聞< 

(プ U セット選局） . 21 

迫力ある重低音を楽しむ . 22 

タイ 7- 

時計を合わせる . 23 

音楽で目覚める . 24 

音楽を聞さながら眠る . 25 

アラームを鳴6す . 26 


準備 

電源を準備する, 


その他 

使用上のごま意 ... 

故障かな？と思ったら . 

お手入れ . 

保証書とアフターサービス. 
主な仕様 ... 

じ口のなまス . 

索引 ... 


はじめに G 
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A A 下記のま意事項を守らなし、と义炎* 

警告 /^\ 感電にょり丸^ゃ夫けがの原因 

乂災 感電 とな D まず。 

内部に水や異物を落とさない 

水や異物び入ると乂巧や感電の原因となります。 

万一、水や異物び入ったとさは、すぐに本体の電源 ス イッブ 
を切り、電源プラグをコンセントから巧き、お買い上げ店ま 
たはソ ニーヴービス 窓□にご相談くださし、。 



電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、义巧や感電の原因となります。 
•電源コードを加工したり、傷つけたりしない。 

•重いちのをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しなし、。 

•電源コードを巧くとさは、必ずプラグを持って巧く。 
万一、電源コードび傷んだ6、お買い上げ店またはソニー 
サービス窓□に交換をご巧頼ください。 



湿気やほこり、油煙、湯気のをい場所や直射日光の 
あたる場所には置かない 

火がや感電の原因となることびあります。とくに風呂場では 
絶対に使用しないでください。 



ミ毎がでは使用しない 

交流10 0 V の電源でお使いください。ミ毎列などで、異なる 
電源電圧で使用すると、义巧や感電の原因となります。 



雷が鳴りだした5、アンテナや電源プラグに 
触れない 

感電の原因となります。□ッドアンテナ付さ製品を屋外で 
使用中に、遠くで雷び鳴りだしたとさは、落雷を避けるた 


れないでください。 



咳® 

\接触禁止 
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はじめに 





















めれた手で電源プラグにさわ 5 ない 

感電の原因となることがあります。 



通風孔をふさがない 

巧をかけたり、毛足の長いじゅラたんや布団の上または壁や 
家具に密接して置いて、通風孔をふさがないでください。過 
熱して火災や感電の原因となることがあります。 



Q 


禁止 


A 生音、 


下記のま意事項を守6なし、とけかをしたり周巧の 
家財に損害を与えたりずることがありまず。 



移動させるとき、長時間使わないときは、 

電源プラグを抜< 

電源プラグを差し込んだまま移動させると、電源コードが傷 
つを、火災や感電の原因となることがあります。 

また□ッドアンテナ付さの製品を持ち運ぶ際は、目のけがな 
どをしないよラに、アンテナを折りたたんでください。長期 
間の外出-旅行のとさは安全のため電源プラグをコンセント 
か 6 S いてください。差し込んだままにしていると火災の原 
因となることがあります。 



はじめに 
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A 注意 


お手入れの際、電源プラグを巧く 

電源プラグを差し込んだままお手入れをすると、感電の原因 
となることびあります。 1^'-^ 



运 

フ。ラグをコン 
セントから巧く 


安定した場所に置く 

ぐらついた台の上や傾いたところなどに置くと、製品が落ち 
てけがの原因となることがあります。また、置さ場所、取り 
付け場所の強度ち充分に確認してください。 



大音量で長時間つづけて聞さずぎない 

耳を刺激するような大きな音量で長時間つづけて聞くと、聴 
力に悪い影響を与えることがあります。とくにへツドホンで 
聞くとさにごま意ください。呼びかけ6れて返事がでをるく 
6いの音量で聞さましよラ。 



Q 


禁止 


幼児の手の届かない場所に置< 

CD トレイなどに手をはさまれ、けがの原因となることがあ 
ります。お子さまがさわら城ようにごを意ください。 



円おディスク政がは使用しない 

円形政外の特殊な形状（星型、八ート型、カード型など）をしたディスクを使用すると、 
高速回転によりディスクが飛び出し、けがの原因となることがあります。 
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はじめに 













電池についてのまを上のごミ主意 

液漏れ•破裂•凳熱•凳义•誤飲による大けびや失明を避けるため、下記のことを必ずお 
守りください。 


A 警告 

• ルさい電池は飲み込む恐れびあるので、乳幼児の手の届くところに置かない。万び一飲み込んだ場合は、 
窒息や胃などへの障害の原因になるので、ただちに医師に相談する。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの貴金属類と一緒に携帯•保管しない。ショートさせない。 

• 火のそばや直射曰光のあたるところ-炎天下の車中など、高湿の場所で使巧-保管-放置しない。 

• 水などで濡らさない。風呂場などの湿気のをいところで使わない。 

• 外装のビニールチューブをはびしたり、傷つけたりしない。 

• 指定された種類切がの電油は使用しない。 

• 液漏れした電池は使わない。 


アルカリ電池の巧び漏れたとまは素手で巧をさわ5ない 

• アルカ U 電池の液び目に入ったり、身体や衣服につくと、失明やけび、皮膚の炎症の原因となることび 
あります。そのとさに異常びなくてち、液の化学変化により、時間びたってから症状び現れることびあ 
0まず。 

化ず巧の処理をずる 

• 液び目に入ったとさは、目をこす日ず、ずぐに水道水などのをれいな水で充分洗い、ただちに医師の治 
療を受けてください。 

• 液び身体や巧服についたとさは、すぐにをれいな水で充分洗い流してください。皮膚の炎症やけびの症 
状びあるときには、医師に相談してください。 


陵を意 1 

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないとをは取りはずす。 
• 新しい電池と使巧した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 


この取巧説明書について 

本書では、本体での操作を中わに説明しています。 U モコンでの操作のしかたは、本体と違ラ場合に明記 
してあります。 

r 各部のなまえ」（37、38ぺージ）も併せてご覧ください。 


録音に ついての ごま意 

• 録り直しのさかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 

• CD ラジオカセットコーダーの不具合により録音されなかった場合の録音内容の補償については、ご容赦 
<ださい。 

•あなたび録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利若に無断で使用はで去ませ 
ん/。 


はじめに 










CD を聞 < 


31,2 



準備吟電源コードを接続してください (28 ページ参照)。 






ボタンを}甲す。 

( U モコンでは►ボタンを 
巧す。） 

自動的に電源び入0、再生び始まりま 
す。 


本体表示窓 



巧蚕演賽経週時間 
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ここだけ読んでち使えます 





















































() 内は u モコンのボタンです。 


こんなとをは 

巧ずボタン/操作 

音量を調節する 

音量+、- 

再生を止める 

■ 

再生中に一時停止する 

►11(11) 

ちラー度巧すと演奏が始まる。 

曲の頭に戻す 

ジョグダイヤルを左へ回す。 

(M ◄を巧す。） 

次の曲へ進む 

ジョグダイヤルをちへ◎す。 

(►►1を押ず。） 

CD を取0出す 

と押す開/開 

電源を入/切する 

電源 


CD - R / CD - RW について 

本徽ま、 CD-DA フォーマツト*で記録された CD-R (レコー 
ダブル）および CD-RW 0」ライタブル）ディスクを再生する 
ことびできます。ただし、ディスクや記録に使用したレコー 
夕'一の状態によっては再生できない場含びあります。 
* CD-DA は、 Compact Disc Dig 帖 I Audio の略で、一般才ーデイ 
才 CD に使用されている、音楽収録用の規格です。 


その他の操作 


ここだけ読んでも 

使えまず 


ここだけ読んでち使えます 
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ラジオを聞 < 


1 2 



準備- ►電源コードを接続してくださいに8ページ参照)。 

ラジオバンド切換•才ートプ 本体表示客、 
U セツトボタンを巧して、 

TV 、 FM 、 または AM を選 
ぶ。 

ボタンを巧ずと自動的に電源び入り、 

「TV」、「FM」、 または 「AM」 び出ま 
す。切り換えるときは、ちう一度巧 
しまず。 


FI 1 つら日 



2 



選局 一 または+ボタンを巧した 
ままにし、数字が動き始めた 
6指を謎す。 

放送局を自動的に受信して止まりま 
す。受信でさなかったとさは、選局 
-または+ボタンを繰り返し押して、 

聞さたい局の周波数にをわせまず。 


FM ステレオ放送の 
とを出る 


FI 1 8 I.B 
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ここだけ読んでち使えます 






























ちょっと一言 

• 本機では、 FM ステレオ放送 
のみステレオで聞くことび 
でをます。 AM 、 TV のステ 
レオ放送はモノラルになり 
ます。 

• FM ステレオ放送の雑音び多 
いとをは、モードボタンを 
押して、表示窓に 「 Mono 」 
を出します。音はモノラル 
になります。 



こんなとをは 

巧すボタン 

音量を調節する 

音量+、- 

電源を入/切する 

電源 

受信状態をよくずる 


TV 、 FM 放送のとき 


□ッドアンテナを伸ばし、 

向きを変える。 



AM 放送のとを 

本体を最ち受信状態の良い方向へ向ける。 



ここだけ読んでち使えます 


その他の操作 


ここだけ読んでも 

使えまず 







テープを聞 < 


-TYPE K ノーマル)テープ専用 




準備-►電源コードを接続してください (28 ページ参照)。 





12 I ここだけ読んでわ使えます 






その他の操作 



こんなとをは 

押ずボタン 

音量を調節する 

音量+、- 

再生を止める 

m ± 

早送りやき戻しをする 

◄◄または ►► 

再生中に一時停止する 

II 

もラー度巧すと演奏び始まる。 

カセツトを取 D 出す 

m ± 

電源を入/切する 

電源 


ここだけ読んでち使えます 


ここだけ読んでも 

使えまず 






録音する 


-TYPE 1( ノーマル)テープ専用 


1 3 



準備吟電源コードを接続してください (28 ページ参照)。 


■全ボタンホ巧して力ゎツト 録音をずる面を手前に 



2 



録音するちのを選ぶ。 

CD を録音ずるとを 

CD を入れる (8 ページ参照)。 CD の 
■ボタンを巧して、 CD を録音でをる 
巧態にする。 


本体表。窓 

IB 55 の 



ラジオを録音ずるとき 

録音する局を受信する （1 0ページ参 
照)。 
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ここだけ読んでち使えます 







•ボタンを}甲す。 

ボタンび同時に巧され、録音び始 
まります。 


その他の操作 



ちょっと一 言 

• 録音中、音量や音質を変え 
ても録音される音は変りま 
せん。 

• 録音するときは、乾電池で 
はな<付属の電源コードを 
使巧することをおすすめし 
ます。 

• AM 放送を録音するとき、手 
順3の♦ボタンを押したあと 
ピーといラ雑音び出ていた 
ら、モードボタンを巧して 
雑音び消える状態を選んで 
ください。 

• 録音した音を消去するには 
1音を消したいカセットを 
入れる。 

2 ■■ボタンを押す。 

3イボタンを巧す。 

4 •ボタンを巧す。 

己11ボタンを押す。 


こんなとをは 

f 甲ずボタン 

録音を止める 

m ± 

録音を一時停止する 

II 


わラー度押すと録音び始まる。 

電源を入/切する 

電源 


ここだけ読んでも 

使えまず 


ここだけ読んで石使えまず I 15 






CD の再生 


表巧,奋の見かた 

表示窓で、 CD の全曲数や全演奏時間、残り 
の巧数、鶏0時間などを調べることびでをま 
す。 


表示切換 
ミ夫定メモリー 



を巧数とを演養時囲を調べるには 

停止中、表示切換■決定方モリーポタンを巧 
す。 

全演奏時間 
全な数 


巧り時間を調べるには 


演奏中、表示切換*決定方モリーボタンを巧 
す。 

表示 

押ず回数 

演奏中の巧まと巧の残り時間* 

1回 

CD 全体の残りの巧数と残り時間 

2回 

演奏中の巧番と演奏経過時間 
(通寓表示） 

3回 


21曲降の曲では、演奏中の曲の残り時間は 
と表示されます。 


16 I CD 再生 


聞をたい曲を還ぶ 

(ダイレク HS 曲/サーチ) 

CD の聞さたい曲の再生を、 U モコンの数字 
ボタンですぐに始めることびでをます。 

また 、\«. ボタンで曲の中の聞さたい 

部分を探すことちできます。 



探しかた_操作のしかた_ 

巧まで直接選ぶ 巧蚕の数宇ボタンを巧す。 

(ダイレクト選曲）_ 

聞きながら探す 演奏中にまたは 

(サーチ） ボタンを押したままにする。 

(本体では►►または ◄◄ 

_ボタンを使います。）_ 

表示窓の演奏時間一時停止中に►►■または 
を見ながら探す M ◄ボタンを押したまま 

(高速サーチ） にする。 

(本体では►►または ◄◄ 

_ボタンを使います。）_ 

ごま意 

ダイレクト選曲の場含、表示窓に 「 SHUF 」「 PGM 」 
び出ていたら、■ボタンを巧して消します。 

ちょっと一言 

10曲目!;!降の曲を選ぶには、>1日ボタンを巧した 
あと10の位の数、1の位の数といラ順に数字ボタン 
を巧します。 

例： 23曲目を選ぶとさは、>10一 2一3の順に 
巧します。 









繰 D 返し聞 < 

(リピート演養) 

CD の全曲または1曲を繰り返し聞くことびで 
さます。シャッフル演奏やプ n グラム演奏を 
繰り返すこともできます。 


►II ■ 



1 ■ボタンを巧ず。 

「Cd」 び表示されまず。 


2次の操作をする。 


U ピートの 
種類 

f 甲ずボタン 

1巧だけ繰り 
返す 

1モードボタンを押して 
「RE 戶 EAT 1」を表示さ 
せる。 

2ジョグダイヤルを回して 
曲を選び、 ►ll ボタンを 
巧す。 

全曲を繰り 
返す 

1モードボタンを押して 
「REPEAT ALU を表示 
させる。 

2 ►ll ボタンを巧す。 

順不同に繰 
り返す 

1モードボタンを押して 
「REPEAT」 と 「SHUF」 
を表示させる。 

2 ►ll ボタンを巧す。 

プ□グラム 
した曲順で 
繰り返す 

1モードボタンを押して 
「REPEAT」 と 「PGM」 

を表示させる。 

2プ□グラムする （18 ペー 
ジの手順3参照)。 

3 ►ll ボタンを巧す。 


リピート演奏をやめるには 

モードポタン対甲して 「REPEAT」 表示を消 
します。 

U モコンでは 

. 本体のボタンを押す代わりに►-ボタンを巧し 
まず。 

•「REPEAT 1」を選んだときは、数字ボタンを 
使って巧番を選びます。 


一 CD ち生 


CD 再生 
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順不同に聞 < 

(シャツフル潰養) 

CD に入ってしぶ全曲を順不同に聞くことび 
でさます。 


►II ■ モード 



1 ■ボタンを巧す。 

に山び表示されます。 

2 モードボタンを押して rsHUF 」 
を表示させる。 

3 ►ii ボタンを巧ず。 

演奏び始ま0ます。 

シャッフル演奏をやめるには 

モードボタンを押して 「SHUF」 表示を消し 
ます。 

リモコンでは 

本体の wi ボタンを巧ず代わりにボタンを巧しま 
す。 


聞をたい曲を 
好まな I 頃に聞く 

(プログラム演賽) 

聞きたい曲を好きな順に20巧までプ□グラム 
することびでさます。 


表示切換 

ミ夫定メモリー モード 



1 ■ボタンを巧す。 

rcdj び表示されます。 

2 モードボタンを巧して 「 PGM 」 を 
表示させる。 

3 ジョグダイヤルを回して曲番を選 
び、表示切換•決定メモリーボタ 
ンを巧ず。 


1 


O 1/ 

プ件 - 


己コ ' 

TRACK 

n , 

u t 

STEP 

、 


選んだ巧番 プ□グラムでの巧順 

この操作を繰り返します。 
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CD 再生 








4 ► ii ボタンを巧ず。 

プ□グラムした順に演奏が始まります。 


U モコンでは 

1■ボタンを巧す。 

2モードボタンを巧して 「PGM」 を表示させる。 

3数字ボタンを巧して曲番を選ぶ。 

4 ►-ボタンを巧す。 

プ□グラム ミ 寅奏をやめるには 

モードボタンを押して 「PGM」 表示を消しま 
す。 

巧順を確認ずるには 

停止中に、表示切換•決定メモリーボタンを 
押します。巧すたびに、プ□グラムした順で 
巧蚕げ表示されます。 

プ□グラムを変更ずるには 

演奏前には1回、演奏中には2回、■ボタンを 
押して現在のプ n グラムを消してか5、プ n 
グラムし直します。 

ちょっと 一言 

• プ□グラム演奏び終わってち、作ったプログラム 
は残っています。>11ボタンを巧すと同じプ□グ 
ラムをちラー度聞くことびでさます。 CD ぶたを 
開けるとプ□グラムの内容は消えます。 

• プ□グラム演奏を録音するには、プ□グラムを 
作ってから、録音庙カセットを入れ、•ボタンを 
押して録音を始めます。 


1 CD ち生 


CD 再生 
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ラジオ 


放送局を記憶させる 

受信状態の良い放送局を自動的に記憶させ、 
次か5は記憶させた番号（プリセツト番号） 
でその局を選ぶことびできます。 FM20 鼠 
TV、AM 香10局ずつ、合計40局まで記憶で 
さます。 


ラジオバンド切換 



1 ラジオバンド切換•才ートプ U 
セットボタンを押して、 TV 、 
FM 、 または AM を選ぶ。 

2 「 AUTO 」 が点滅ずるまでラジオ 
バンド切換•オートプリセットボ 
タンを巧したままにずる。 

3 表示切換•決定メモリーボタンを 
押ず。 

プ IJ セットま号の1まか6順に、周波数 
の低い局から高い局へ受信状態の良い 
局び自動的に記憶されます。 


電波び弱くオートプ U セットで記憶でき 
なかった放送局びあるときや、特定のプ 
リセット番号に記憶させたいときは 

1 ラジオバンド切換•オートプI」セットボタ 
ンを巧して、 TV、FM、 または AM を選 
ぶ。 

2 記憶させたい放を局を受信ずる。 

3 表示切換■巧定メモ U —ボタンを約2秒間 
押したままにする。 

4 ジョグダイヤルで記憶させたいプリセット 
番号を選ぶ。 

5 表示切換•決定^モ U —ボタンを押す。 
新しい局を記憶すると、同じプ U セット蚕 
号に記憶されていた前の局は消えます。 

リモコンでは 

1バンドボタンを押して、 TV、FM、 または AM を 
選ぶ。 

2選局+またはーボタンで放送局を選ぶ。 

3記憶させたいプ U セット番号の数字ボタンを約2 
秒間巧したままにする。 

プ U セット番号び1日番し处降の場合は、>1日ボタ 
ンを巧したあと1日の位の数、1の位の数といラ順 
に数字ボタンを巧します。1の位の数のボタンを 
押す時は、約2砂間押してください。 

例：プ U セット番号12の場合は、>1日一1の順に 
巧したあと2を約2砂間巧したままにします。 
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ラジオ 







記憶させた放送局を 

聞く (プリセッ h 選局) 

あ5かじめ記憶させておいた放送局を、闇単 
に還ぶことびでをまず。 


ラジオバンド切換 

オートプリセットジョグダイヤル 



1 ラジオバンド切換•オートプリ 
セットボタンを巧して、 TV 、 

FM 、 または AM を選ぶ。 

2 ジョクダイヤルを回して聞きたい 
局のプリセットま号を選ぶ。 

U モ コンでは 

1バンドボタンを押して、 TV、FM、 または AM を 
選ぶ。 

2記憶させたプ U セット番号の数字ボタンを巧す。 
プ U セット番号び10番政降の場をは、>10ボタ 
ンを巧したあと10の位の数、1の位の数といラ順 
に数字ボタンを巧します。 

例：プ U セット番号12の場合は、>1日一1 一2の 
順に巧します。 


ーラジォ 


ラジオ 
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音質 


迫力ある重低音を楽し 
む 


重低音を強調することびでさます。 

MEGA BASS 



MEGA 巨 ASS ボタンを巧ず。 

「 MEGA 目 ASS 」 び表示されます。 

通常の音質に戻すには、わう一度 MEGA 
BASS ボタンを押します。 
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音質 







夕斗マー 


時計を合わせる 

本機の時計は、時刻を合わせるまで r - 
び表示されています。 


メニュー 表示切換 

アラーム ジョグダイヤル決定 メモリー 



操作の前に 

電源の準備をしてください (28 ページ参照)。 

1 メニユー•アラームポタンを巧し 
て 「 CLOCK 」 を表示させ、表示 
切換•ミ夫定メモリーボタンを巧 
ず。 

「時」の表示び点滅します。 


:(?LOC み Mil 

…かいぃ, 

1 M f / 

, コわ n 

-HM 

/1 1 1 1 J 

(しが U 

1111 \ 


2 時刻を合わせる。 

® ジョグダイヤルを回して「時」を含む 
せ、表示切換*決定ゾモリーボタン 
を巧す。 



⑥ジョグダイヤルを回して「分」を含む 
せる。 


3 表示切換•決定メモリーボタンを 
巧す。 

00秒から時計び動さます。 


ちよつと一言 

• 本機の時計は12時間表おです。 

真夜中： rAM 12:00」 

正午 ： rPM 12:00」 

. 砂まで正確に合わせるには、時報サービス （117 
截をご利用になると便利です。 



ータィマ I 


タィマー 
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音楽で目覚める 

好をな音楽やラジオ番組を目覚まし代わりに 
することびでさます。 

本機の時計合わせをしてか日操作してくださ 
いに3ぺージ参照)。 


メニユ ー 



操作の前に 

表示窓にめび出ていた5、スタンバイボタン 
を巧して消します。 

1 聞さたい音源の準備をずる。 


音源 

準備 

CD 

CD を入れる。 

ラジオ 

聞さたい局を受信する。 


2 メニュー•アラームボタンを巧し 
て 「 TIMER 」 を表示させ、表示 
切換•決定メモリーボタンを巧 
す。 

めと聞さたい音源 （ red 」 または 
FRAdlOJ ) び点滅します。 

3 ジョグダイヤルを回して聞さたい 
音源を表示させ、表示切換•決定 
メモ U —ボタンを巧ず。 


4 再生を始める時刻を設定ずる。 

のジョグダイヤルを回して「時」を含ね 
せ、表示切換•メモリー決定ボタン 
を巧ず。 



@ジョグダイヤルを回して「分」を合わ 
せ、表示切換•メモ IJ 一み定ボタン 
を巧ず。 

5 同じように再生を止める時刻を設 
定する。 

6 ジョグダイヤルを回して希望の音 
量を表示させ、表示切換•決定メ 
モ U —ボタンを巧ず。 



7 スタンバイボタンを巧ず。 

電源び切れ予約待機状態になり、めげ 
表示されます。 

予約した時刻になると自動的に再生び 
始まります。終了時刻になると電源び 
切れ、再び予約待機状態に戻ります。 


予約した内容を確かめたり、変更ずるに 
は 

メニ:!一•アラームボタンを巧して 「 TIMER 」 
を表おさせ、表示切換♦決定方モ U — ボタン 
を押します。押すたびに設定した順に予約内 
容び表示されます。変更したい場合は、その 
内容を表示させて、そこか5設定をやり直し 
ます。 
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タイマー 
































予約したあとでラジオなどを聞 < には 

電源を入れれば、通常の操作びできます。 

(ラジオの場合24ぺージの手順1で受信した 

局とは別の局を聞くと、予約した時刻には、 

その別の局び始ま0ます。 ） 予約した時刻に 

なる前に電源を切0ます。 

予約再生中、途中で止めるには 

電源ボタンを押して、電源を切ります。 

ごを意 

• 24ページの手順7でスタンバイボタンを巧す前 
に、ィまたは♦ボタンび押されていないことを 
確認して < ださい。 

• タイマー動作中にィまたは♦ボタンを押すと、 
テープの長さび設定した時間より長いときは、設 
定した時間ではなく、テープの終わりで電源び切 
れます。 

ちょっと 一言 

•予約待機状態を取り消すには、スタンバイボタン 
を巧して表お窓のめを消します。 

• 予約内容は別の予約をしない限り保持されます。 


音楽を聞去なび5旧 
る 

指定した時間びたつと、自動的に電源び切れ 
ます。時閣は10分、20分、30分、60分、 

90分、120分の中か5選べます。音楽を聞さ 
なびらまむしてお休みになれます。 


メニュー 表示切換 

アラームジョグダイヤル決定メモリー 



1 聞きたい音楽の演奏を始める。 


2 メニュー•アラームボタンを巧し 
て、 「 SLEEP 」 を表示させ、表示 
切換•巧定メモリーボタンを押 
す。 

3 ジョグダイヤルを回して時間 
(分）を選ぶ。 

「60」一「90」一「120」一 「 OFF 」 一 
「10」一「20」一「30」と変わります。 


V わがレ 

-cn こ 
— /OU\— 

I ぃ \ 


次のページへつづく 


ータィマ I 


タィマー 
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音楽を聞をなが 6 照る (コブを） 

スリープ機能を逸中で止めるには 

電源ボタンを押して、電源を切ります。 

リモコンでは 

スリープボタンを繰り返し巧して、時間（分）を選 

びまず。 

ごま意 

テープを聞をなびらおやすみになるとをは片面の 

テープの長さび設定した時間より長いとさは、片面 

の演奏び終わるまで電源は切れません。 

ちょっと一言 

• 目覚ましとス U —プ機能を組み合わせて使うこと 
びでさます。このとをは、先に目覚ましを予約し 
てから （2 己ページ参照)、電源を入れ、スリーブ 
機能を働かせます。 

• 目覚ましとス U —プ機能で違ラ音楽を聞くことび 
でさます。ただし、ラジオでは別の局を設定する 
ことはでをません。 

• 目覚ましとス U —プ機能で違ラ音量を設定でさま 
す。例えばルさな音量で眠り、大きな音量で目覚 
めることびでさます。 


アラームを鳴 S す 

指定した時間びたつと、ブザーまたは音楽で 
知らせまず。キッチンタイマーなどとしてお 
使いになれます。 


メニュー 表示切換 

アラームジョグダイヤル決定メモリー 



1 メニユー•アラームボタンを2秒間 
じ(上巧して、 「 ALARM 」 を表示 
させる。 


2 ジョグダイヤルを回して、アラー 
ムを鳴6ず時間 （ OFF または1〜 
60分）を表示させ、表示切換- 
ミ夫定メモリーボタンを巧ず。 
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タイマー 


























表示 

アラームの 種類 

bEE 戶 

ブヴー 

MUSIC 

「四季」より博」 


5 表示切換•決定メモリーポタンを 
巧ず。 

時間表示びカウントダウンを始めます。 
設定した時間びたつと、アラームび約 
20秒間鳴ります。 

アラーム 音を止めるには 
メニュー•アラームボタンを巧します。 

ちょっと一 言 

一度設定した内容は記憶されますので、次からは 
メニュー•アラームボタンを約2秒間押し、表示切換 • 
決定メモ U —ボタンを巧すだけでカウントダウン 
び始まります。 「ALARM」 び表示されていることを 
確認してください。 


3ジョグダイヤルを回して、アラー 
ムの音量を選び、表示切換•巧定 


メモリ 

—ボタンを巧ず。 

表示 

曰里 

LO 

ル 

HI 

大 


4ジョグダイヤルを回して、アラー 
ムの種類を選び、表示切換•ミ夫定 
メモリーボタンを巧す 0 


ータィマ I 


タィマー 
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を備 


電源を準備する 

家庭用電源または、乾電池のいずれかを選んでお使いになれます。 

録音するとをは、電力消費量び大きいため、家庭用電源でお使いください。 



口 壁の]ンセントへ 


配り.中.サ>"キけ A 伯 II を： t 田 I ，ホオ 



単3お乾電池3個（別売り） ちよっと一言 

電源コードをはずし、本体巧乾電池び入っていなく 
て、分モ U —巧の乾電池だけび入っている場含、表 
示窓の時計表示び薄くなります。これは乾電池の消 
耗を防ぐためです。 


28 


準備 



0 電源コードを接続ずる 

本機の AC IN 端子へ差し込んだあと、壁 
のコンセントへ差し込んでください。 

BU モコンに乾電池を入れる 


リモコン裏面 



乾電池の交換について 

乾電池び消耗してくると、リモコンで操作で 
きる距離が短くな0ます。乾電池をすべて新 
しいをのと交換してください。ふつラの使い 
かたで約6か月ちちます。 


凸乾電池で使ぅ 

乾電池でお使いになるとさは、本体か 
5電源コードを巧いて< ださし、。 



単2お乾電池6個（別売り） 


ごま意 

•乾電池を出し入れするときは、 CD を取り出して 
おいて<ださい。 CD ぶたの中で CD びずれて、 
傷つくおそれびあります。 

• 乾電池でお使いの場合、リモコンで電源を入れる 
ことはでをません。 

ちょっと一言 

乾電池のみで使用中、メモ U —用の乾電池び消耗し 
てくると、表示窓の時計表示び薄くなったり、タイ 
マーの操作びでさなくなったりします。乾電池をす 
ベて新しいをのと交換して<ださい。メモ U —用の 
乾電池は約6か月もちます。電源コードをつないだ 
ままで交換ずると記憶内容びそのまま残ります。 
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乾電池の交換について 

乾電池のみで使巧中、乾電池び消耗してくる 
と電源/電池ランプび暗くなった0、自動的 
に電源び切れたりします。乾電池をすべて新 
しいちのと交換してください。 
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その他 


ほ用上のご注意 

取り巧いについて 

• CD ぶたを開けたまま放置しないでください。巧 
部にゴ S やほこりび入り、故障の原因になること 
びお0ます。 

• 本機のスピーカーには強力な磁石を使っていま 
す。なのよラなものは本機のそばに置かないでく 
ださい。磁気び変化して不具をびおきることがあ 
0ます。 

-時計 

-クレジットカードなどの廠気カード 
-カセットテープ、ビデオテープなどの磁気テ- 
プ 

また、本機をテレビの近くには置かないでくださ 
し、テレビの画债び乱れることびあります。 

• カセットデッキを長い間使わなかったとさは、数 
分間再生状態にして、ならし運輯をしてくださ 
し、よい状態でお使いいただけます。 

著作権保護技術巧音楽ディスクについて 

本磯は、コンパクトディスクに D) 規格に準拠した 
音楽ディスクの再生を前提として、設計されていま 
す。最近、いくつかのレ]-ド会社より善作権保護 
を目的とした技術び搭載された音楽ディスクび販売 
されていますび、これらの中には CD 規格に準拠し 
ていないをのをあり、本機で再生でさない場合びあ 
ります。 


DualDi% について 

DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、音楽専用 
面とを組み含わせた新しい両面ディスクです。尚、 
この音楽専用面はコンパクトディスクに D) 規格に 
は準拠していないため、本製品での再生は保詔致し 
ません。 


CD の取り巧いかた 

• 文字の書かれていない面（演奏面）に輔れないよ 
ラに持ちます。 

• 紙やシールなどを,貼ったり、傷つけたりしないで 
<ださい。 



• 長時間演奏しないとさは、ケースに入れて保存し 
てください。ケースに入れずに重ねて置いたり、 
ななめに立てかけておくとそりの原因になりま 
す。 

• 本機では円形ディスクのみお使いいただけます。 
円あ政がの特殊な形状（星形、 A —卜型、カード 
型など）をしたディスクを使用すると、本磯の故 
障の原因となることびあります。 

CD のお手入れのしかた 

•指紋やほこりによる CD のミちれは、音質低下の原 
因にな0ます。いつをされいにしておさましよ 
ラ。 

• ふだんのお手入れは、柔らかい巧で CD の中むか 
らがの方向へ軽 < おさます。 



• 巧れびひどいとさは、水でみし湿らせた布で拭い 
たあと、さらに乾いた巧で水気を拭さ取ってくだ 
さい。 

•ベンジンやレコードクリーナー、静電気防止剤な 
どは、 CD を傷めることびありますので、使わな 
いで < ださい。 


大切な録音を守る一誤消去防止 


ツメを折ると録音できなくなるので、誤って録音内 
容を消してしまラ S スび防げまず。ツ;^を折ってち 
巧をセロパンテープなどでふさげば再び録音でさま 


す。 



B 面のツメ 


A 面のツメ 


長時間テープをお使いのときは 

90分を越えるテープは長時間使用には便利ですび、 
薄く伸びやすいテープです。こさざみな走行、停 
止、早をり、早戻しなどを繰り返すと、テープび機 
械に巻を込まれる場合びありますので、ご注意くだ 
さし、。 
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巧盾かな？と思った 6 

サービス窓□にご相談になる前にちラー度チェックしてみてください。ご不明な点があるときは 
3己ページに記載されているテクニカルインフオメーシヨンセンターへお問い合わせください。 

共通 


症状 チェック項目 

電源が入5ない。 • 電源コードを AC IN 端テとコンセントにしっかり差し込む。 

• 乾電池が正しく入っているか確認する。 

• 乾電池が消耗していた5、すべて新しいものと交換する。 

• 乾電池でお使いの場含、 U モコンで電源を入れることはでさま 
せん。 

音が出ない。 • 表示窓に使用したい機能が表示されているか確認する。 

• 音量を調節する。 

• スピーカーで聞くときは、ヘッドホンを CX ヘッドホン)端モか 
ら抜く。 

雑音が入る。 • 近<で携帯電話などの電波を発する機器を使用している 

携帯電話などを本機から離して使用する。 


CD 部 


症状 


チェック項目 


演奏び始まらない。 •CD ぶたび閉まっていることを確認する。 


CD び入っているのに 「no 如 SC」 
び表示される。 


• CD が裏返し 

文字のある面を上にする。 

• CD の';ちれがひどい 

•>ク|」一ニングする。 （30 ページ） 

• レンズに露(水滴)びついている一 CD を取り出して CD ぶたを開 
けたまま1時間く 6い置く。 

• ■ボタンを巧して 「Cd」 を表示させ、 CD の操作ができるように 
する。 

• フアイナライズ処理(通常の CD プレーヤーで再生でさるよラに 
する処理)をされていない CD-R/CD-RW ディスクは再生できま 
せん。 

• CD-R/CD-RW では、ディスクや記録に使用したレコーダーの 
状態によって再をでさない場合があります。 


次のページへつづ< 


その他 
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が盾かな？と思コた 5 (コブが 


CD 部 


症状 チIック項目 

音びとぶ。 • CD によっては音がとぶことがあります。音量を下げてくださ 

雑音び入る。 し、 

• CD のミちれがひどい 

•>ク|」一ニングする。 （30 ページ） 

• CD に傷びある 

CD を取り換える。 

• 振動のない場所に置<。 

• CD-R/CD-RW では、ディスクや記録に使用したレ〕ーダー 
の状態によって、 再をされた音びとんだり雑音が入ることび 
あります。 

CD ぶたの開閉がでさない。 • 本機を平6な場所に置いて開閉してください。 

CD を聞くと、近くのテレビや • 本機をテレビやラジオからできるだけ離す。 

ラジオに雑音び入る。 


ラジオ部 


症が チIック項目 

FM 受信時、ステレオにな b ない。 • モードボタンを巧して、 「STEREO」 を表示させる。 

雑音び入る。 • FM ステレオ放送を受信しているとさは、受信状態によっては 

雑音びをくなります。 

• テレビの近くで AM 放送を受信すると、 AM 放送に雑音び入る 
ことびあります。また、室内アンテナを使用しているテレビ 
の近くで、本機で FM 放送を間くと、テレビの画像が乱れるこ 
とがあります。このようなときは、本機をテレビから離して 
ください。 

• このラジオ(チューナー)のテレビ音声回路は FM 放送の受信回 
路と兼用になっています。このため一部の地域ではテレビ2ま 
たは3チャンネルの音青を受信中、 FM 放送び混じって聞こえ 
ることびあります。その場合にはお近くのサービス窓□にご 
相談ください。 

• 本体用乾電池び消耗していた6、すべて新しいものと交換す 
る。 
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テープ部 


症状 チェック項目 

操作ボタンを押してをテープが動か • カセットぶたををちんと閉める。 

ない。 

前の録音び完全に消えない。 • 消去ヘッドをク U —ニングする。 （34 ページ） 

. 本体用乾電池び消耗していた5、すべて新しいちのと交換す 
る。 

• T 丫 PE II (八イポジション )、 TYPE IV けタル)テープを使って 
いる 

4録音でさるテープは TYPE 1(ノーマル)のみです。 

録音がでさない。 • カセットを正しく入れる。 

• デッキに入れたカセットのツメび巧れていたら、巧をセ□八 
ンテープなどでふさぐ。 

ヘッド、ピンチ□ーラー、キヤプスタンをク U —ニングす 
る。巧4ページ） 

へッドイレーサー-ク U —ナーを使ってへッドを消臟する。 
(34 ページ） 

音が歪む。 • TYPE 11(八イポジション)または TYPE IV けタル)テープはお 

使いになれません 。 TYPE 1(ノーマル)テープをお使いくださ 
し、。 


雑音が多い。 

音費が良 < ない。 


タイマーけま計）部 


症状 チェック項目 

タイマーび働かない。 • 時計を正しい時刻に合わせる。 

• 電源コードで使用中、停電があった。 
• 0表示が出ていることを確認する。 


U モコン 


症状 チェック項目 

U モコンで操作びできない。 • U モコンの電池が消耗していた5、新しいものと交換する。 

(29 ページ） 

• U モコンを本体へ向けて操作する。 

• 本体と U モコンの間に障書物びあった5、取り除く。 

• 本体 U モコン夏光部に強い光(直射日光や高周波点巧の堂光巧 
など)が当たっていたら、当た5ないよラにする。 


本機はマイコンを使用し、香連係動作を巧っています。そのため、電源事情その他によ0、動 
作が不安定になることがあ0ます。上記政がで動作び正常でないときは、電源コードをはず 
し、すべての乾電池を取り出し、表示窓の表示びすべて消えてか5、再び乾電池を入れ、電源 
コードをつないでください。正しく動く場合があります。それでも正しく動かないときは、テ 
クニカルインフオ方ーシ ヨン センターまたはお買い上げ店、ソニーサービス窓□にご連絡くだ 
さい。 
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お手入れ 

レンズのクリーニング 

汚れた手でレンズに触れてしまったり、レン 
ズの巧れび原因で音とびび起さたり、演奏で 
さなくなったときは、別売りの CD レンズク 
U - ニングキット KK -91 を使って、レンズを 
ク U —ニングして < ださい。 

へッド部のクリーニング 

長い間使っていると、ヘッドげ巧れてさて音 
び悪くなったり、違切れたり、あるいは録音 
びでさな<なった0することびあります。よ 
りよい音でステレオ録音、再生を楽しむため 
に、およそ10時間使うごとに別売りのク U - 
ニングキット KK -41 を使ってク U - ニングす 
ることをおすすめします。市販の綿棒や柔5 
かい布にアルコールを軽く含ませて、図に示 
したテープげ触れる面を軽く}式きます。 

カセツトはアルコールび完全に乾いてか5入 
れて < ださい。 


録音/再生へッドの消磁 

長い間使っていたり、録音/再生ヘッドに磁気 
を帯びたドライバーなどが触れたりすると、 
へッドが磁化され、そのまま歸音や巧生をする 
とボソポソといラ雑音が入ります。このよラな 
とさは、別売りのへッドイレーサー-ク U — 
ナー HE -6 C を使って録音/再生へッドに消磁を 
して < ださい。 

キャビネットのクリーニング 

本体の表面びミちれたときは、柔らかい巧でか 
らおをします。巧れびひどいときは、薄い中 
性洗剤液でしめらせた布で}式いてくださし、。 
シンナー、ベンジン、アルコールなどは表面 
の仕上げを傷めますので使わないで<ださ 
し、。 
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保証書とア フターサー 
ビ ス 

保話書 

所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、 
大切に保をしてください。 

保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が惡いとをはまずチェックを 

この説明書をもラー度ご覧になってお調べくださ 
い。 

それでち具をの悪いとさは 

テクニカルインフォメーシヨンセンターまたはお買 
い上げ店、添付の「ソニーご相談窓□のご案内」に 
あるお近くのソニーサービス窓□にご相談くださ 
い。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただをま 
ず。詳しくは保証書をご覧ください。 

保証期間経過をの修理は 

修理によって機能び維持でさる場合は、ご要望によ 
り有料で修理させていたださます。 

部品の保有期間について 

当社では CD ラジオカセットコーダーの補修用性能 
部品（製品の機能を維持するために必要な部品） 

を、製造打ち切り後6年間保有しています。この部 
品保有期間を修理巧能の期間とさせていただをま 
す。保有期間び経過した媛ち、故障箇所によっては 
修理可能の場含びありますので、テクニカルイン 
フオ-シヨンセンターまたはお買い上げ店、ソ 
ニーサービス窓□にご相談ください。 


ご案内 

ソニーではお客様技術相談窓□として 
「テクニカルインフオメーシヨンセンター」 

を開設しています。 

お使いになってご不明な点、技術的なご質 
問、故障と思われるとさのご相談は下記まで 
お問い含わせください。 

テクニカルインフオ><ーシヨンセンター 

電話： 048-794-5194 

受付時間：月-金9:日〇〜18:00まで 

(祝日、年末年始、弊社休日を除く） 

ごネ目談になるとさは次のことをお知らせくだ 
さい。 

• 型名 

• ご相談内容：できるだけ詳しく 
• お買い上げ年月 


その他 
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主な仕様 

CD プレーヤー部 

型式 

コンパクトディスクデジタル 
オーディオシステム 

チヤンネル数 

2チヤンネル 

ワウ. フラッター 

測定限巧し U 下 

周波数特性 

20 - 20,000 Hz +0/-1CIB 

ラジオ部 

受信周波数 

TV : 1 -12 ch 

FM : 76-108 MHz 

AM : 己 31- 1,629kHz 

アンテナ 

TV/FM: □ッドアンテナ 

AM: フェライトバーアンテ 
ナ內蔵 

カセットデッキ部-共通部 

h ラック方ぶ 

4トラック2チヤンネル 

スピーカー 

フルレンジ； 8cm、 

コーン型4化2個 

早巻を時間 

約2分(ソニーカセットテー 
プ C- 目日使巧） 

周波数範囲 

TYPE I(ノーマル)カセット 

7日-13,00日 Hz リ曰 TA*) 

出力端子 

へッドホン（ステレオミニ 
ジャック ）1 個 

負荷インピーダンス 
16-640 

実用最大出力 

2W + 2W(J 曰 TA/3.2 が 

電源 

本体巧： 

家庭用電源 
(AC100V 50/60HZ) 

単2形乾電池6個使用 
(DC 9V) 

メモ IJ 一巧： 

単3形乾電池3個使用 
(DC 4.日V) 

U モつン巧： 

単3形乾電池2個使用 
(DC 3V) 

消費電力 

14W 


電池持続時間 


使用乾電池 ソニースーパーソニー アルカ U 
測定条件'^\ R14P LR14 

テープ再生時 
(JEITA) 

約日時間 

約2日.5時間 

FM 録音時 
(JEITA) 

約6時間 

約27時間 

CD 再生時 
(JEITA) 

約1.日時間 

約別寺間 


* JEITA (電子情報技術産業協含）規格による測定 
値です。 

音量8分目程度 


最大外形寸法 


費量 


付属品 


約 283x 165x281 mm 
(幅 X 高さ X 契行さ） 

(最大突起部含む) (JEITA) 
本体約 3.5 kg 
ご使用時約 3.6 kg 
應電池、 CD、 テープ含む） 
U モコン （1) 

U モコン用単3形乾電池に) 
電源コード （1) 

取扱説明書•保証書り） 
ソニーごネ目談窓□のご案内 （1) 


別売りアクセサリー 

CD レンズク U —ニングキット KK-91 
へッドイレーサー-クリーナー HE-6C 
ク IJ 一ニングキット KK-41 


本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更 
することびありますび、ご了承<ださい。 
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各部のなまえ 

くわしい説明は （） 内のページをご覧<ださい。 

1本が 




個 

個 

個 

個 

個 

個 

個 

涵 

堀 


画 


丘]表示切換《ま定メモ IJ ーボタン 
(16、18、20、21、23〜 27) 

回ジョグダイヤル 

(9、17、18、21、23〜 27) 

图メニュー■アラームボタン 
(23、24、25、26、 27) 

团(サーチ）選局+、ーボタン 
( 10 ) 

固(へッドホン）端モ（ステレオミニ 
ジャック） 

固ラジオバンド切換•才ートプリセット 
ボタン（10、 20) 

团スタンバイボタンに 4) 

图電源ボタン（9、11、 13) 

電源/電池ランプに 9) 

图 AC IN 端モ （29) 

圆カセットぶた（12、 14) 

因] CD ぶに （9) 


回全巧ず開/閉 （8) 

回 CD 操作ボタン 

►II (演奏/一時停止）旧、 9) 

■ (停止） （9) 

回 FM / TV 用□ツドアンテナ (11) 

固モードボタン（11、15、17、 18) 

圆 MEGA BASS ボタン （22) 

匹]音量+、ーボタン（9、11、 13) 

回テープ操作ポタン 
• (録音） (15) 

ィ（再生） （12) 

►► 谱戻し） （13) 

◄◄ (早送り） （13) 

m ± (停止/取り出し）（12、13、14、 15) 
II (一時停止）（13、 15) 

固表お窓 （16) 

國乾電池収納部（28、 29) 


次のぺージへつづく 


その他 


37 





















































含助のなまえ（コブ <J 


U モコジ 



丘]ス1」ープボタン （26) 

图スタンバイボタン （24) 

回モードボタン（11、15、17、 18) 

团ラジオ操作ボタン 
バンドボタン (10) 

選局+、ーボタン （10) 

固 フアン クシ ヨン ボタン 

ボタンを巧すごとに Cd -► TAPE — 
RAdIO - ►Cd -►... と切り換わりま 
す。 

固 MEGA BASS ボタンに 2) 

团電源ボタン （ AC のみ）（9、11、13、 15) 
本体を電源コード ( AC ) でお使いのとさ 
のみ1」モコンで電源を入れることびでさ 
ます。 


图数字ボタン（16、17、19、20、 21) 

回音量+、ーボタン（9、11、 13) 

圆 CD 操作ボタン 

► (再を）ボタン （8) 

II (一時停止）ボタン （9) 

■ (停止）ボタン （9) 

!◄◄、 ►►! (AMS 應邮 /サーチ） 
ボタン（9、 16) 
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索引 

五十音順 


ア行 


頭出し 
CD 9 

アラーム機能 26 
お手入れ 34 



乾電池 

本体用29 
分モ U —巧28 
1」モコン巧29 
繰り返し聞く17 


サ行 


サーチ16 
再生する 
CD 8 

テープ12 
シャッフル演奏 18 
重低音22 

受信状態を良 < する11 
接続 

電源コード 28 

選曲 

CD 16 


夕、ナ行 


タイマー 

アラーム 26 
ス U —プ2己 
目覚まし 24 
調節する 

音量 9 、 11、13 
艇22 
テープ 12 
電源 

家庭巧コンセント 28 
乾電池 29 
時計を合わせる 23 


ハ、マ、ヤ行 


表术窓16 
プ□グラム演奏18 
へッドの消磁 34 
放送局を記憶させる20 



ラジオ10、2日 
U ピート演奏17 
録音 

誤消去防止 3 日 
CD 14 
ラジオ 14 


アルファベット順 


MEGA BASS 22 
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卿 : // WWW . Sony, co . jp / 

CD ラジオカセツトコーダー 

CFD - E 75 TV 

T 10-1001 A -2 

ソニー 株式会社 

干 141-0001 東京都品川区化品川 6-7-35 

お問い合わせはお客様ご相談センターへ 

• ナビダイヤル0570 -00-331 1 

(全国どこからでも巿巧通話料金で 
ご利用いただけます） 

• 携帯電話- PHS での 

ご利用は 03-5448-3311 

• Fax 04 目 6-31-2595 

受付時間：巧〜を9:00〜20:00、 

± •曰-巧曰 9:00-17:00 



Printed in China 













